
場合の数の基本を確認する問題です。 

「順列」や「組み合わせ」、「場合分け」等を駆使して正解してください。 

 

ポイントは、「Ｃ」に⼊る数字は⼀番⼤きいので、５か所に⼊る数字の組み合わせがきまったところで

「Ｃ」が確定することです。 

 

（１） 

今後すべてそうなのですが「０」を含むか含まないかで場合分けします。 

（ⅰ）０を含まない 

５数の選び⽅は９個の中から５個を選ぶ組み合わせなので、９個の中から４個を選ぶ組み合わせ 

と同じです。 

     
９ ８ ７ ６

４ ３ ２ １
＝１２６（通り）・・・○1  

Ｃ以外の並べ⽅は順列なので 

４×３×２×１＝２４（通り） 

よって 

１２６×２４＝３０２４（個） 

 

（ⅱ）０を含む 

０は決まっているので残り４個を９個の中から選びます。 

これは①と同じです。 

Ｃ以外の並べ⽅は０は先頭に来ることができないので 
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３×３×２×１＝１８（通り） 

よって 

１２６×１８＝２２６８（個） 

（ⅰ）と（ⅱ）を合計して 

３０２４＋２２６８＝５２９２（個）…（答） 

 

（２）Ｃ以外にいくつが同じかで場合分けします。 

①４つが同じ 

０は選べないので９個の中からから２個を選ぶ組み合わせとなります。 

    
９ ８

２ １
＝３６（個） 

②３つが同じ 

（ⅰ）０を含まない 

３数の選び⽅は９個の中から３つを選ぶ組み合わせです。 

     
９ ８ ７

３ ２ １
＝８４（通り）・・・○2  

同じものの位置の決め⽅が４通り、Ｃ以外の並べ⽅が２通りなので 

８４×４×２＝６７２（個） 

 

（ⅱ）０を含む 

３数の選び⽅は０がきまっているので９個の中から２個を選ぶ組み合わせとなります。 

 
９ ８

２ １
＝３６（通り）・・・○3  



位置の決め⽅が４通り、０は先頭に来ないので 

３６×４＝１４４（個） 

（ⅰ）と（ⅱ）を合計して 

６７２＋１４４＝８１６（個） 

 

③２つと２つが同じ 

（ⅰ）０を含まない 

３数の選び⽅は②と同じ、２つと２つに分けるのは３通り、２数の並べ⽅は２通りなので 

８４×３×２＝５０４（個） 

 

（ⅱ）０を含む 

３数の選び⽅は③と同じ。分け⽅は３通り、０は先頭に来ないので 

３６×３＝１０８（個） 

５０４＋１０８＝６１２（個） 

 

④２つが同じ 

（ⅰ）０を含まない 

４数の選び⽅は①と同じです。同じものの位置は４個の中から２個を選ぶ組み合わせなので 

  
４ ３

２ １
＝６（通り） 

３数の並べ⽅は順列で 

３×２×１＝６（通り） 



よって 

１２６×６×６＝４５３６（個） 

 

（ⅱ）０を含む 

４数の選び⽅は②と同じ、同じものの位置は６通り、Ｃ以外の並べ⽅は 

３×２×１＝４（通り） 

よって 

８４×６×４＝２０１６（個） 

４５３６＋２０１６＝６５５２（個） 

 

これらの結果と（１）の全てを合計して 

３６＋８１６＋６１２＋６５５２＋５２９２＝１３３０８（個）…（答） 

 

 

〈別解〉Ｃで分類します。Ｃが決まればＡには０が⼊らないこと以外には制限はありません。 

Ｃ＝９ →８×９×９×９＝５８３２（個） 

Ｃ＝８ →７×８×８×８＝３５８４（個） 

Ｃ＝７ →６×７×７×７＝２０５８（個） 

Ｃ＝６ →５×６×６×６＝１０８０（個） 

Ｃ＝５ →４×５×５×５＝５００（個） 

Ｃ＝４ →３×４×４×４＝１９２（個） 

Ｃ＝３ →２×３×３×３＝５４（個） 



Ｃ＝２ →１×２×２×２＝８（個） 

                                                   

合計して１３３０８個…（答） 


